
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 兵 庫 県 立 川 西 緑 台 高 等 学 校 

 

〒６６６－０１１５  

 兵庫県川西市向陽台１丁目８番地           

ＴＥＬ ０７２－７９３－０３６１  

 ＦＡＸ ０７２－７９３－０５２０ 

 

 

 

令和８年度 

文理探究科 

推薦入学生徒募集要項 

 



１ 教育目標 
  「真理 創造 友情 誠実」の校訓のもと、高い志、豊かな創造力、開拓者精神を培い、国際社会で活躍で

きるリーダーの育成をめざします。 

 

 

２ スクール・ポリシー 
 (1) グラデュエーション・ポリシー (育成をめざす資質・能力に関する方針) 
 ○幅広い教養と体力を育成する。 

○自らの考えをまとめ、それを発信する力を育成する。 

○対話を通じて、多様な考えを協働に繋げる力を育成する。 

○科学をとおして社会の変化を身近に捉え、課題に気づき柔軟に対応する力を育成する。 

○国際的な視点を持ち、安全な社会の創造に取り組む力を育成する。 

 

 (2) カリキュラム・ポリシー (教育課程の編成及び実施に関する方針) 
○思考力・判断力・表現力を培うため、ＩＣＴを活用する効果的な６５分授業を実施する。 

○社会生活に潜む課題に気づく能力を高め、その課題を解決する資質・能力を養成するため、自然科学を中

心に人文科学・社会科学からの広い視点の探究的学習を実施する。 

○自由と規律が調和した学校生活をとおして、自律した人格を育成する生徒指導を展開する。 

○生徒が意思疎通を図りながら一つの取組を成し遂げる協働性を育成するため、主体的に活動する学校行事

や課外活動を展開する。  

○社会と関わり社会に貢献する意思と力を培うため、地域住民や卒業生との協力のもと、講演会や地域行事へ

の参加等、外部との交流を実施する。 

 

 (3) アドミッション・ポリシー (入学者の受入れに関する方針) 
○科学に関心を持ち、科学をとおして社会を知ろうと努力する生徒を募集する。 

  ○自ら課題を見つけ、解決に向けて主体的に取り組む態度・姿勢を持つ生徒を募集する。 

○社会をけん引するリーダーとなる志を持つ生徒を募集する。 

 

 

３ 文理探究科について  

○自然科学に興味関心を抱きながら、人文科学や社会科学の専門知識も持ち合わせ、広い分野の知識から柔軟

に考えることができる人材の育成を目指す学科です。 

○入学生徒で１クラスを編成し、３年間クラスを固定して、「共創探究」や「Green Research」等の学校設定

科目やキャリア教育を通じて、将来を展望した学習態度を身につけます。 

○主体的に学習に取り組む態度の育成や探究的な学習の推進・充実をめざし、大学・研究所での体験学習や大

学との連携による特別講義・講演会等の特色ある行事を実施します。 

 

 

４ 募集定員 
  40名 

 

 

 

 

 



５ 出願資格 
  推薦入学を志願できる者は、令和８年度兵庫県公立高等学校入学者選抜要綱に基づき、次の条件を満たし、

中学校長が推薦する者とします。 

(1) 令和８年３月に中学校を卒業する見込みの者並びに学校教育法第 57条及び同施行規則第 95条に規定す

る者。 

(2) 第２学区内に本人が保護者（本人に対して親権を行う者をいい、親権を行う者がないときは、本人の後

見人をいう。以下同じ）とともに居住している者。 

(3) (2)に該当しない者で、特別の事情があり、「入学志願承認申請書」により本校校長の承認を得た者。 

  ※「特別の事情」とは、県外からの転居又は他の通学区域からの転居が確定している者、県外の中学校卒 

  業見込みの者及び卒業者等の事情を指す。 

 

 

６ 推薦基準 
  推薦入学を志願できる者は、前項の出願資格を有し、次の要件をすべて満たす者とします。 

(1) 文理探究科を第１志望とする者。 

(2) 文理探究科について理解し、入学の意志・志願する動機・理由が明白でかつ適切である者。 

(3) 文理探究科に対する適性及び興味・関心を有する者。 

(4) 自ら課題を見つけ、それを解決するために、主体的に創意工夫して粘り強く取り組む姿勢を有する者。 

(5) 本校入学後、文理探究科の学習に積極的に取り組み、将来これを生かして活躍することを強く希望する者。 

 

 

７ 出願手続 

(1) 志願者は、中学校長承認期限までに出願情報をシステムに登録し、入学考査料として 2,200円をクレジッ

トカード、コンビニエンスストア、Pay-easy（ペイジー）のいずれかで支払ってください。 

(2) 中学校が指定する期限までに、次の必要書類を中学校に提出してください。 

ア 面接調査票（本校所定の用紙に自筆したもの） 本校ホームページよりダウンロードできます。 

イ 住民票記載事項証明書（選抜要綱様式６）（過年度卒業者のみ必要） 

ウ 保護者が後見人の場合は、中学校長が確認した旨の副申書（様式自由） 

エ その他、本校校長が必要とする書類（該当者に限り必要） 

(3) 中学校長は、中学校長承認期限までに、出願に必要なすべての情報の承認を行い、志願者の調査書情報、

推薦書情報をシステムに登録し、（2）ア～エの必要書類等をシステムに添付してください。 

(4) 志願者は、受検票が印刷可能になれば、Ａ４コピー用紙（普通紙）に印刷し、検査当日に持参してくだ

さい。 

 

 

８ 中学校長承認期限 
 令和８年2月5日(木) 12：00 まで 

 

 

９ 入学志願承認申請手続 
５ 出願資格(3)にあたる者は、令和８年1月30日(金)17：00までに、入学志願承認申請手続をシステム

で行い、本校校長の承認を得なければなりません。 

 

 

10 入学者選抜方法 
入学者選抜は、令和８年度兵庫県公立高等学校入学者選抜要綱に基づいて、中学校長からシステムに登録・

添付された調査書情報、推薦書情報、その他必要な書類及び適性検査(英語、数学)・小論文・面接等を資料と

して行います。 

 

 

 

 

 

 

 



11 検査の日程等 
(1) 検査期日  令和８年２月1６日(月) 

(2) 検査会場  兵庫県立川西緑台高等学校 

(3) 時間表 

内容 集合 注意 小論文 
適性検査 

(英語)※1 

適性検査 

(数学) 
昼食 

面接 

※2 

時間 

 8：35 9：10 10：20 11：20 12：10 12：55 

8：30 ～ ～ ～ ～ ～ ～ 

 9：00 10：00 11：00 12：10 12：55  

※1 適性検査(英語)は聞き取りテストを含みます。  

※2 面接の順番は当日に発表します。終了時刻は、順番によって異なります。 

(4) 持ってくる物 

受検票、筆記用具（鉛筆又はシャープペンシル・消しゴム）、直定規、コンパス、腕時計、昼食、水筒、

上履き、靴を入れる袋 

(5) 検査室に持ち込みできない物  

下敷き、筆箱、三角定規、分度器、計算機（時刻表示付きを含む）、分度器・計算機等が付いた定規、

計算機や辞書機能等が付いた時計、携帯電話やスマートフォン、タブレット端末、ウェアラブル端末等、

その他受検に必要ないもの。 

(6) 検査当日の注意事項 

ア 受検票を忘れた者及び遅刻した者は、事務室に申し出て指示を受けてください。各検査開始後、10

分以内の遅刻の場合においては受検を認めますが、検査時間の延長は行いません。 

イ 受検者は検査終了まで校舎外へ出ることはできません。 

ウ 受検者以外は校内立ち入り禁止になります。検査終了まで受検者と接触できません。 

(7) その他 

実施時間等を含めてこの募集要項に変更が生じた場合は、出身中学校長あてに通知します。受検者は

必ず出身中学校長に確認してください。 

 

12 合格者の発表 

(1) 日時  令和８年２月 2０日(金) 14：00以降に、マイページで合否結果を確認してください。 

(2) その他 

電話、その他による問い合わせには一切応じません。 

 
13 入学時課題の配布等 

(1) 日時  令和８年２月２０日(金) 16：00～17：00 
(2) 場所  本校生徒昇降口前 

(3) 持ってくる物  受検票 

 

14 合格者説明会 

(1) 日時  令和８年３月 2３日(月)  受付13：00～13：30  説明会13：30～ 
(2) 持ってくる物  受検票 

(3) 必ず保護者同伴の上、上履き持参で来校してください。 

(4) 説明会終了後、学用品の購入を予定しています。制服と体操服の採寸は 12：00～可能です。   

  

15 その他 

(1) 合格者は、県内公立高等学校に新たに出願することはできません。 

(2) 出願をしたが、感染症の罹患やその他やむを得ない理由により適性検査等を受検できなかった者は、特別 

選抜を受検することができます。実施期日は３月 12日(木)とします。実施内容等の詳細は別途定めます。 

(3) 合格とならなかった者は、３月12日(木)に学力検査を実施する県内公立高等学校（本校を含む)へ新たに

出願することができます。  


